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それらを受けた具体的な建物構成は，１階
に区の科学教育センターとカフェ，図書館が
入り，２階は図書閲覧室，３，４階に600人入
るホールとし，合計9,800m2の床を立体的に
重ねています。また，カフェは昨年（2015），
「サイエンス道場」として理科大の研究活動
をアピールする場に生まれ変わりました（写
真１）。
荷重の重たい書籍を入れた，利用率の高い
図書館を低層に，スパンの大きい大空間で非
日常性を感じさせるホールを上階にして地域
開放施設と大学施設の性格を共存させまし
た。
本に親しむためのすり鉢状の
開架スペース
図書館の蔵書数は９万冊という条件のボリ
ュームですが，できるだけ開架にしたいとい
う要望がありました。考え方としては，閉架
にして建築をできるだけコンパクトにしなが
ら，メディアを積極的に創ってゆくラーニン
グコモンズ（学生が集まり知識を掘り下げる場
所）に特化したペーパーレスな図書館像もあ
り得ましたが，ここでは学生に「知の集積と
しての本という物に親しんでほしい」という
ことから約７万冊を開架できるように設計し
ました。
本に触れるために開架にするには必然的に
大きくなる書架スペースの中で，目的の本に
近く閲覧スペースのある構成が重要だと考え
ました。いろいろな検討の結果，階高５mを
３分割し，1.4mごとにズレながら階段状に
スタッキングしたメザニン（中２階）の床を
つくり，すり鉢状の「ブックギャラリー」を
構成しました（写真２）。
スタッキングした高さ５mの本の壁によ
り，学生が知の蓄積の中で学ぶことを感じて
もらう表現としながら，大空間を書架により
適度なスケールに分節しています。閲覧スペ
ースの背後に書棚を置き，利用者の利便性を
かねて608席の閲覧スペースをそれぞれに特
徴のある，集中できる場所にすることも意図
しました。すべての床レベルにエレベータを
着床させ，車いすやベビーカーへの対応も徹
底しています（写真３）。
計画当初，すり鉢状の「ブックギャラリ
ー」は，キャンパスの軸線を受け止めるよう
なコの字型プランでしたが，南側に広がる公
園との関係や，機能的な納まりから，Ｌ字型
の構成となりました。断面の形状や寸法関係
も検討することで，平面的にも，断面的にも
斜めに抜ける広がりや空間の動的なつながり
を創りだしています。それは，一般開放され
る科学教育センターやカフェ（竣工時）など
の１階に必要なプログラムを配置しながら，
１，２階にわたって展開する図書館に対する
解答でもありました。
図書館も１階に貸出しカウンターや新聞・
葛飾キャンパス計画から参画して
葛飾区内の旧三菱製紙工場の跡地から新規
の大学キャンパスを創成する仕事に参画でき
たことに，最高の栄誉を感じています。葛飾
区の協力により「学園パーク型キャンパス計
画」のもと，図書館棟は「ドボルザーク作曲
『新世界より』の音楽が聞こえてくるような
キャンパス」という難しいリクエストから基
本設計はスタートしました。
図書館を積層化する
設計の初期段階から葛飾キャンパスの中心
施設として図書館を置こうと考えました。こ
れは，キャンパスの顔をどこかに創ろうとい
うことから始まり，中心のキャンパスモール
とこの図書館はセットで浮かびあがったもの
であります（図１）。
複合的なプログラムや敷地条件を考える
と，建築を上下に積層することが前提となり
ました。また，敷地内の他の建築棟のボリュ
ームに負けないような大きさというのも積層
化した理由の１つです。葛飾区民にも開放さ
れる建築として，キャンパス内で唯一，図書
館棟だけは，大学の敷地ではなく，区の公園
敷地内に大学が建設したものです。つまり，
単に，工場跡地の再開発として大学を誘致し
ただけではなく，それを全体計画としながら
も公園とつなげていきつつ，直接，区民が利
用できる「地域に貢献する施設」を創ろうと
いう条件でした。
図１　建物構成ダイヤグラム 写真１　サイエンス道場
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（トップライトとガラスの床）により分節
し，浮遊させ，図書館とは対比的な表現
としました（写真５，６）。
この構成は，積層したホールと図書館
という２つのプログラムを関連づけたい
考えからです。ホール自体，音の問題か
らコンクリートの壁，２重床で明快な構
造を与え，それを形態的にも独立して扱
うことで，ホール周りの人の動きを可視
化して，上下階のアクティビティーがお
互いに感じられる一体感ある構成としま
した。
上階のホールへのつながりは動線とし
ても上手くいったと考えています。そこ
で，前面に池を配した大庇の下のライブ
ラリープラザを外部の都市的なホワイエ
（ロビー，たまり場）と考え，そこから最
も公園への広がりを感じる南側に面した
サイドホワイエを介して，３階のホール
に螺旋状にズレながら重層するアクセス
を生み出しました。立体的な人の動きを
顕著化するホワイエ空間がどこにいても
隣接する公園との関係を意識させ，見え隠れ
するシークエンス（連続する風景）を楽しみ
ながらアプローチする仕掛けです。この構成
は，ホールでのイベント終了時における人の
滞留時間をとり，混雑を防ぐ役割も担います
（写真７）。
これら「ブックギャラリー」の吹き抜けか
らホールのホワイエまで連続する空間を実現
するために，技術的には，避難安全検証法に
より排煙区画を緩和し，図書館部分の９mス
パンの柱間を３等分した鉄筋コンクリート構
造の格子梁はアルミの穴あき天井により蓄煙
スペースとして機能させました（写真８）。
図書館建築賞への応募秘話
今回の受賞に当たっては，１年以上も前か
ら，関係者の皆様と準備を進めて参りまし
た。2013年に大学図書館側から本賞への応募
のお話をいただきましたが，実は，その年は
弊社で設計した他大学が応募するということ
が分かっていたため，「何とか，次回に応募
を繰り越せないかな？」と重ならないことを
願いました。後に両校の応募が１年ずれるこ
とが分かり内心はほっとしました。そのた
め，本賞の応募資料作成には充分な時間を取
ることができました。
また，協会の現地審査では，事前説明のと
きに，「設計者は会議室から退席してくださ
い」と審査委員長からの予想外の発言があ
り，準備した資料が説明できずに書類審査が
始まり，１時間以上も外で待たされるといっ
たハプニングもありました。このように，い
ろいろな事象を乗り越えて，今回の受賞に至
りました。
これから，さらなる「運営力」でより良い
図書館として成長することを願っています。
雑誌コーナーを配置して，上階に行くに従い
専門性が高まるグラデーションを創っていま
す。
アクティビティーを可視化する
図書館でもう１つ意識したのが，光の扱い
です。つながりある空間構成と呼応するよう
に，開口部や上部のガラスの床を注意深く配
置して，バウンドさせた斜めの柔らかい光を
採り入れようとしています。正面の開口を広
くして，一般開放施設にアクセスしやすく
し，建物の奥行を小さくすることで，外観に
透明性を狙いました。キャンパスの軸線 /キ
ャンパスモールが建物を貫いて周辺の街につ
ながっていく感覚を創りたいと思いました
（写真４）。
上階の多目的ホールは，大学３学科の定員
が収まる480席＋バルコニー120席で舞台との
距離も近く，区民も利用しやすい規模です。
講義やガイダンス，講演のほか，コンサート
などにも対応できるスペックを備えました。
それを，キャンパスの中で１つのアイコンと
なるように，キャンパスの他の部分とは異な
る金属（アルミキャスト）の多面体で明快に
構成しました。そのボリュームをスリット
写真５　ホール内観
写真７　サイドホワイエ内観
写真８　蓄煙天井内観
写真６　ホワイエ内観
写真４　図書館内観
